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『ゆれの理論』から見たDebussy音楽の分析
IV結び
以前は、分析不可能といわれたDebussyの作品も、堂々たる調性音楽
であることを証明することが出来た。
従来の和声観は和音の根音関係が和声のルールであるとされてきた。ゆ
えに弱進行などと言われ、タブー視されていたものもあるが、ゆれから見
ると、弱進行も強進行もないのである。一般にはV→1▽の進行は弱進行
と言われているが、本当の意味は、椅和音によるV→1の解決延引であ
り、Debussyだから使っていたのではなくMozartも使っていた（亜麻色
の髪の乙女で記述）ことは驚きである。
ゆれとは、緊張一弛緩の関係であり、解決進行はゆれの本質である。ゆ
れが和声を生み出すのであり、従来の和声観にとらわれず、ゆれという視
点から分析すると、不可能と言われていた曲も分析可能になる。
バロック音楽とフランス近代音楽は、かけ離れていると考えていたが、
調性音楽と言われる音楽は、作りは同じであることが分かった。
Debussyの音楽は、単に調性音楽と云うにとどまらず、過去の音楽とも
密接な関連があるといえる。
参考文献
・「総合和声実技・分析・原理」
・「遥か、ひと筋の途を・一・」
・ピァノ音楽誌ショパンより
「ドビュッシーのピアノ曲」
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